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複数の増感色素を効果的に用いて入射光を効率よく吸収
する光電変換効率の高い色素増感太陽電池
出　願　人：国立大学法人名古屋大学

ライセンス情報番号：L2008003568

原稿作成：山本　良一　　NTT-AT IPシェアリング株式会社

色素増感太陽電池は、他の太陽電池（例えば、

シリコン系太陽電池）に比べて原材料の資源的制

約が少なく安価な素材を利用でき、製造プロセス

が容易なため製造コストの低減が可能であり、ま

た理論的な光電変換効率ではシリコン系太陽電池

を上回る等の特長をもつ。従って、建物に設置し

て電力を賄える大規模な発電に好適であり、また

車両等の移動体の動力源の一部としても有効であ

る。また、分散配置して設置できる電源として、

農地や道路、河川等に関わる広域的な電源網とし

て効果的に活用できる。更に、色素増感太陽電池

は、電極基板材料や色素を変えることによって形

状や色彩に多様性をもたせることが容易であり、

例えば、基板としてガラス以外のフレキシブルな

素材を用いれば電池を搭載する機器の形状に関わ

らず適応可能な電源として、電源配線の煩わしさ

を解消して、屋内外の電気製品に幅広く適用でき

る。
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散水システム
○分散して配備できる利点を活かし
て太陽電池の出力を蓄電し、スケ
ジュールされた時間に農場等に設
置された散水栓を開き、あるいは
散水ポンプを起動して自動的に散
水を行う農作業自動化システム

防災システム
○配電が困難な場所での傾斜面の地
崩れや崩落、雪崩などの危険地帯、
河川の増水監視を必要とする地域
等において、太陽電池を電源とす
る各種災害予知センサと無線通信
手段を多数無人配備して構成され
る予知精度の高い防災システム

market potential

patent review

本発明による色素増感太陽電池は、光の入射方向に

対して前側（入射側）に第１のアノードを配置すると

共に、入射方向に対して後側（背面側）に第２のアノ

ードを配置し、この２つのアノードの間にカソードを

配置して、それら３つの電極の間に電解質を充填して

構成される。第１のアノードは、透明基板と、この基

板のセル内側（光の入射方向に対して背面側）の表面

に透明導電層を形成し、更に、透明導電層上に第１色

素層を形成して構成される。この第１色素層は、酸化

物半導体（例えば酸化チタン）からなる多孔質層と、

この多孔質層に保持された第１増感色素から形成され

る。また、第２アノードは、透明基板と、この基板の

セル内側（光の入射方向に対して前面側）の表面に透

明導電層を形成し、この透明導電層上に第２色素層を

形成して構成される。この第２色素層は、酸化物半導

体（例えば酸化チタン）から構成された多孔質層と、

この多孔質層に保持された第２増感色素から形成され

る。２つのアノードは類似の構成をもつが、第１増感

色素（例えばＮ3色素）と第２増感色素（ブラックダ

イ）とは互いに異なる色素を用いる。ここで、カソー

ドには、導電性金属から構成された網目状の部材を用

いることにより、第１のアノードを透過した光を第２

のアノードに効率よく導入し、入射光から更にエネル

ギーを取り出すことが可能となる。

用　語　解　説
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単結晶シリコン系太陽電池
現在の一般的な太陽電池であり、p型とn型の半導体を
接合したpn接合型ダイオードの構造をもつ

光電変換効率
入射光（太陽光）のエネルギーに対し、太陽電池から取
り出せる最大の電気エネルギーの割合

タンデム型
最小単位のセルを重ね合わせた構造をいい、電流が大き
くなる並列型と、電圧が大きくなる直列型がある
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からご覧になれます。

特許流通データベース情報

特　許　情　報

http://www.ryutu.inpit.go.jp/db/ （P119をご覧下さい）にご連絡下さい。
もしくはお近くの特許流通アドバイザー

■この特許の問合せ先■

皆様からのお問合せを、お待ちしています。

参　考　情　報

・権利存続期間：出願中
・実施段階：実施無し
・技術導入時の技術指導の有無：有り
・ノウハウ提供：有り
・ライセンス制約条件：許諾のみ

○出願番号：特願2006-227937
○出願日/平18.8.24
　
○公開番号：特開2008-053042
○公開日/平20.3.6
　
○特許番号：出願中
○登録日/出願中

・ライセンス番号：L2008003568

・タイトル：色素増感太陽電池

・関連特許：なし
・IPC：H01M　　14/00
・参照可能な特許流通支援チャート
：１４年度　電気１６　高効率太陽電池

財団法人名古屋産業科学研究所　中部TLO
技術移転部　
部長　大森　茂嘉
　
〒460-0008
愛知県名古屋市中区栄2－10－19
TEL:052-223-5694　FAX:052-211-6224
E-mail:oomori@nisri.jp
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